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本地ヶ原の本地っ子

《校訓》明るく 正しく のびのびと

【家庭・保護者の願い】

・ 意欲的に取り組むことができる子

・ 思いやりがあり、仲良くできる子

・ 善悪の判断がきちんとできる子

・ 心身ともに健康な子

【市・地域の願い】

「つながり合い、伸びる尾張旭」

・ 健康の維持増進（健康都市）

・ 伝統文化の継承

・ 地域で活躍する児童の育成

・ 開かれた学校【教職員のチームワーク】

教育目標の実現に向けて「協働」する集団

子どもの成長を喜び合う集団

学び合い、高めあう集団

子どもも、教職員も、保護者も、みんな元気で笑顔あふれる学校に

【重点努力目標】

ア 「学びをつなぐ」

「主体的･対話的で深い学び」の実現に向けて、

生活と授業のつながり、子ども同士のつながり(学

び合い)、教科間・学年間のつながりを意識した授

業を進める。

イ 「言葉でつなぐ」

あいさつ・ありがとう・ごめんなさい・してください

やめてください・ほめ言葉・励まし言葉等、自分も

相手も笑顔になれる言葉遣いを身に付けさせる。

ウ 「明日へつなぐ」

目標に向かって前進し、がまんできる強さ・あき

らめない強さ・続ける強さ等、逆境に負けないたく

ましい心を育てる。

エ 「みんな違って、みんないい」

互いの違いを認め合い、許し合う寛容の心を育

てる。

オ 家庭・地域ぐるみで子どもを育てる。

保護者・地域住民との信頼関係を大切にし、家

庭・地域と学校が協力し合って子どもの成長のた

めに最善を尽くす。

カ 多忙化解消のための業務改善を行う。

学校・学年・個人で業務の内容・方法を見直す。

【現職研修】

新学習指導要領の円滑な実施に向けて

－各教科の見方・考え方を働かせる授業を通して－

○ 見方・考え方を働かせる授業の研修を行う。

○ 外国語活動・道徳科・プログラミング教育の研修を行う。

○ 学習スタンダードを実施し、基礎学力の確かな定着を図る。

○ ユニバーサルデザイン化を意識した授業を継続する。

○ 幅広く各種の研修会をもち、教職員としての資質向上に努

める。

【特色ある学校づくり】

他者と関わりながらよりよく生きる子を育てる教育活動

～明るく 正しく のびのびと 本地ヶ原の本地っ子～

○ 地域の力を活用した体験的な学習や、生命を大切にする

心･他人を思いやる心・規範意識等を育てる教育などを通し

て、社会性や豊かな人間性を育てる。

【あさひスマイルコミュニティー】

本地ヶ原大好き！－地域で育つ『本地ヶ原の本地っ子』－

○ 学校の教育目標の実現に向けて、地域ぐるみで子どもたち

を育てる。

○ 地域人材･地域教材を生かした教育活動を行い、地域を知

り、地域の一員として行動する本地っ子を育てる。

教育目標 ○ 明るく 前向きに学ぶ子（知）

○ 正しく 思いやりをもって行動する子（徳）

○ のびのびと たくましく成長する子（体）
知・徳・体の調和のとれた、心身ともに健康な児童の育成に努める。


